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1 .  まえがき

カロ平 ランプは ,東 京都足立区加平町に位置する一

対のスパイラル状の出入路であ り,写 真 -1に 示す

ょ うに綾瀬川に沿 った高速 6号 線を挟んで ,都 道環

状 7号 線 に対 しフルセ ットの ランプとな っている。

本 ランプは ,地 上高約20mの 本線 より分岐し ,途

中に料金所 スペースも必要 となるため ,直 線状のラ

ンプで計画 した場合には ,か な りの延長が必要 とな

る。 そ こで ,地 域分断の発生を避ける目的で ,二 層

のスパイラル形式の ランプを採用す ることとなった。

2 構 造形式の選定

構造形式がスパイラルであるとい う特殊性か ら各

種の検討を行 った結果 ,

a)耐 震性に優れている

b)沿 道に与える騒音 ,振 動が比較的少ない

c)周 辺地域の土地利用計画に与 える制約が少い

d)景 観上の配慮 が比較的 しやすい

な どの点を考慮 し ,鉄 筋 コンク リー ト壁 ・スラブー

体構造 (以下壁式構造 という)に 決定 された。壁式構

造 とは ,円 形に基礎杭 を配置 し ,そ の上に連続の リ

ング状 フーチ ングを造 り,壁 を建ち上げ この壁か ら

床版を張 出した上下部一体の構造である。壁 には部

分的 に開口部を設け ,採 光 ,通 風性 を考慮す ると共

にランプ内の土地利用計画 に も配慮 し ,中 央空地ヘ

の出入が可能 とな る構造 とした。選定理 由のひ とつ

である景観 に関連 し ,見 る人に印象をヽ与 えると同時

に ,地 域の代表的構造 としての性格を持たせ ,都 市

景観 を高め得 る存在 としての検討を行 った。 ランプ

ゥェーとしての機能 とその構造美は ,そ れ 自身都市

の ラン ドマ~ク た り得 るが ,更 に表情を持たせ るた

め コンク リー ト表面に外装を施す こととした。

a 設 計方法とその問題点

3-1  設 計条件

基本的な設計条件を表 -1に 示す。

3-2  構 造解析

図 -1に 示す よ うに一層構造 (単層部)及び二層構
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として取扱 うこととした。

3 - 3  活 荷重の取扱 い

活荷重 の載荷方法は フーチングより上の壁及び床

版には T―荷重を直接載荷しその荷重分布幅を考慮し

て設計 を進めた。 フーチング及び基礎杭 については ,

輪荷重が壁部材を介 して作用するため壁部材の分布

幅を考慮 し l t / m 2の等分布荷重 を載荷することとし

た。片持ち床版の張 出し長が 1 3 5π と非常 に大 きい

重層部 については ,壁 と床版 との接続部の断面が大

きくな り不経済 とな るので ,床 版先端 に柱 を設ける

などの配慮 を行 った。床版及び壁は活荷重載荷時で,

フ~チ ングは地震時で断面が決定 された。

3 - 4  温 度 にょる二次応力

コンク リー ト構造 において温度 にょる二次応力が

問題 となるのは コンク リー トの硬化時に ,そ の収縮

が拘束 され る場合である。本 ランプにおいては ,単

層部片持床版が前述 のょ うに常時で断面が決 まって

お り,温 度 にょる二次応力に ょり発生す るひび害」れ

が ,繰 返 し荷重 にょり将来拡大する恐れがある。 こ

れを制御す る方法は種 々提案 されてい るが ,本 ラン

プにおぃては ,検 討の結果軸圧縮力を付加 し ,終 局

耐力の向上をはか った。

4  施 工上の問題点

4 - 1  施 エ ブロック長の検討

本 ランプは ,構 造物の中心線上 で一周 2 5 0 m程 度

の長 さであるが ,い くっかのプロックに分けて順次

施工す ることになる。 この際 ,分 割をあ まり細か く

するとコンク リー ト構造物の弱点である打継 ぎ箇所

が多 くな り,分 害」数が少ないと 1ブ ロックの延長が

長 くな り,温 度 ,乾 燥収縮 にょるひびわれに対 して

不利 になるばか りでな く,構 造物全体 としての均一

性を確保す ることが困難 とな りやすいので , 1ブ ロ

ック約 2 0π程度 で分割 して施工す ることとした。

4 - 2  円 形型枠

フ~チ ングや壁 に用いる型枠は ,円 筒状 の曲面型

枠が必要である。連壁 した壁は ,外 壁 ,内 壁な どで

半径が異なるため ,壁 面の連続性を確保す る自的で

各々の半径 に応 じた特殊木製型枠及び鋼製補強材 を

製作 して施工することとした。

床版 と壁の接続部は ,直 交す る 2方 向が円形 とな

る特異 な形状の型枠 (ド ーナツの輪の内a l l表面の形

状 )が 必要 となる。 この型枠は ,定 められた曲面 に

写真-2 外

なるょ うに 3分 割 して製作 した木製型枠を ,組 立 て

枠 に固定 し,そ れを所定の箇所 に設置 した。床版下

面の横断勾配が一定 でないため ,曲 面型枠 と接する

位置が変化す るので ,こ れに合わせて曲面型枠の横

断面方向の弧長を変化 させてい る。なお ,床 版型枠

は ,型 枠の継 目を考慮 し ,扇 形 としてい る。

4 - 3  外 装

外装は ,各 種のモデルを作成 し検討を加 えた結果 ,

縦のス トライプの入 った割 レンガ模様 の樹脂板を型

枠 に取 り付けて施工す ることとした。木製型枠は ,

使用す る場所 によって ,そ の大 きさが異なるため ,

表面の模様の連続性 に充分注意 し,更 に ,木 コンの

跡をできるだけ小さ くするための特殊 なセパ レータ

ーを使用 している。写真-2は ,建 設途 中の一部で

あ るが ,外 装を施した構造物 の外観 を示 してい る。

5.お わ りに

都市内高速道路の特殊性か ら ,用 地の高度利用を

計 り,こ の ょうな形式の構造が採用 され ,施 工途上

にある。特 に ,環 境 との調和 に重点をお き考 えられ

た本 ランプの形状及び外装等は ,道 路構造物 として

は ,お そ らく,わ が国では最初の ものではなかろ う

か。今後 ,こ の種の形式 ,形 状 の構造物 が計画 され

ることは ,大 いに考 えられ るが ,今 回の施工 にょり

得 られた経験が活用 され ,ょ り優れた構造物が創 ら

れ ることを願 って止 まない。おわ りに ,本 稿執筆 に

あた り,貴 重な資料をいただいた大成建設の牧本 ,

小幡 ,及 び ,日 本国土開発の阿部 ,馬 場 の各氏 に謝

意を表す る。

(参考文献)川 目謙蔵,音川庫三,飯村耕作 :高速6号線加平

第2ランプの構造設計 ;首高技報第12号 1980年

装


